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ダイズ品種の種皮の亀裂 (裂皮 )に ついて

第 5報 土壌の乾湿に対する品種間差
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1 緒     言

前報までに,土壌の種類,播種期・栽植密度をそれぞれ

変えて栽培し,得 られた種子の裂皮粒の発生を調査し,品

種間差異があること,百粒重が大きくなると裂皮が多発す

ることなど明らかにした。

本報では,百粒重に主として関係する登熟期間中に土壌

の乾・湿処理を行い,それが裂皮粒の発生に及ぼす影響を

調査したので,そ の結果を報告する。

なお,こ の試験は九州農業試験場において行ったもので

ある。

2試 験 方 法

試験は降雨を遮断できる移動屋根つきの各コンクリート

枠 (3× 4■ )に黒色火山灰土壌を深さ35いにつめ ,その

下に砂層 5“ ,さ らに,その下に礫層 10mをつめた人工圃

場で行った。供試品種はフクユタカ,アキヨシ,タ マホマ

レの 3品種である。播種期は 1980年 7月 16日 で,栽植密度

はノ当たり133本 ,施肥量は化成EE料 (3-10-10)を a

当たり8″ とした。土壌水分処理区の構成は①全期適湿区 ,

②適湿後乾燥区,③乾燥後適湿区.①全期乾燥区の 4処理

で,処理期間は開花期から約 1カ 月後の10月 1日 から成熟

期までである。処理期間中は所定の土壌水分を保持するた

め,乾燥した場合は下底から水道水を注入し,降雨の際は

移動屋根をかけた。表 1に各区のpH値の推移を示した。

これはテンションメータを用い,土壌表面から深さ15c7tの

表 l pHIEの推移

処 理  区
10′ 11チ

上 旬 中 旬 下 旬 上

1 全 期適 湿 区 151

2 適湿後乾燥区
3 乾燥後適湿区
4 全期乾燥 区 288

注 上の深さ15“の点を毎日9時に測定。

点を毎日9時に測定して旬別の平均値で示 した値である。

適湿区は pF15～ 20,乾燥区はpF25以上になるように

土壌水分を調節したが,ほぼ所定の水分を保したものと思

われる。裂皮の調査は収穫後の風蔵種子について行った。

3 試験結果及び考察

表 2に各区の諸形質を示した。主茎長 ,分技数などに対

してはILAの乾・湿処理の影響がほとんど認められなかっ

た。これは,土壌の乾 湿処理時期が生育の後期であり,
栄養生長器官はほぼ生長を終っていたためと思われる。成

熱期は処理間に差異がみられ,全期乾燥区は全期適湿区に

比べ,フ クユタカ,ア キヨシで ,日 ,タ マホマレで3日早

くなった。全品種の収量は181～ 314″/3の範囲を示し,

品種間ではアキヨシ>フ クュタカ>タ マホマレの順であっ

た。処理間では各品種とも全期適湿区に対して全期乾燥区

は約20%減収した。

表2 調査材料の諸形質

図 1に各区の裂皮粒数歩合を示した。タマホマレは乾・

湿いずれの処理でも裂皮粒がほとんど認められなかった。

フクユタカについては次のとおりである。各処理区で裂皮

が発生し全期適湿区は445%で 最 も多く,適湿後乾燥区
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400%.乾燥後適湿区423%,全期乾燥区 205%あ った。全

期乾燥区は全期適湿区に対して 54%低下した。乾燥後適湿

区と適湿後乾燥区間には差異がみられなかった。アキヨシ

については次のとおりである。全期適湿区は600%と 最も

多く,適湿後乾燥区5,3%,乾燥後適湿区590%,全 期乾

燥区295%であった。全期乾燥区は全期適湿区に対して51

%低下した。適湿後乾燥区と乾燥後適湿区間には差異がな

かった。以上のように,フ クユタカ,アキヨシは,各処理

とも裂皮の発生が多いが ,全期乾燥処理によって裂皮粒数

歩合は明らかに低下した。

次に各区の百粒重をみると(図 1), フクユタカ,アキ

ヨシでは,裂皮粒の多い区は百粒重が大きく,裂皮粒の少

さい区は百粒重が小さかった。従って,裂皮粒の発生は百

粒重と密接に関係していることがわかった。ただし,タ マ

ホマレはァキヨシと同程度の百粒重であるが,裂皮粒はほ

とんど発生せず,土壌の乾・湿等の外囲条件に対 して鈍感

な品種であると考えられる。

4摘

フクユタカ,アキヨシ,タ マホマレの 3品種を黒色火山

灰土壌をつめた降雨遮断装置つきコンクリート枠(3X42)

で栽培した。土壌の乾湿処理は枠の下底より水道水を注入

し,所定の pFを保持することに努めた。処理期間は開花

期より約 1カ 月後から成熟期までである。その結果,①裂皮

粒の発生について,土壌の乾湿に対する反応が敏感な品種

(フ クユタカ,アキヨシ )と 鈍感な品種 (タ マホマレ )と

がある。従って,裂皮の問題の解決上からも乾湿にet感な

品種を育成することが必要なこと ②乾燥条件下での栽培
では,適湿からやや過湿条件下での栽培に比し,百粒重が

軽くなり,裂皮粒数歩合が低下することが明らかとなっ

た。
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図 1 各区の裂皮粒数歩合及び百粒重

注 ―
:百粒重

234  1234
アキヨシ   タマホマレ


